
中
世
地
方
寺
院

の
展
開

(
中

野
)

中

世

地

方

寺

院

の
展

開

-
特

に
越
前
善
妙
寺
の
場
合
-

中

野

正

明

地
方
寺
院
と
中
央
の
本
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
草
創
以
来

の
本

末
関
係
が
近
世
ま
で
継
続
し
て
見
ら
れ
る
場
合
や
、
近
世
に
な
っ
て
新

た
な
関
係
が
生
ず
る
場
合
等
様
々
で
あ
る
。
近
世
初
頭
本
末
組
織
の
確

立
と
共
に
、
教
団
組
織

の
充
実
を
見
る
わ
け
で
あ
る
が
、

一
個
の
寺
院

に
つ
い
て
中
世
に
遡
り
そ
の
展
開
を
窺

っ
て
み
る
と
、
独
自
的
に
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
多
く
、
必
ず
し
も
そ
の
教
団
と
し
て
の
特
徴
が
見
ら

れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
本
稿
で
取
り
挙
げ
る
越
前
善
妙
寺
は
、
現
在
福

井
県
敦
賀
市
神
楽
町
に
位
置
す
る
浄
土
宗
寺
院
で
、
約
四
〇
点
余
り
の

古
文
書
を
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
の
善
妙
寺
文
書
は
山
本
元
氏
に
ょ
っ
て

早
く
か
ら
注
目
さ
れ
、
昭
和
十
八
年
に

『
敦
賀
郡
古
文
書
』
に
収
録
さ

れ
て
い
た
が
、
近
年

『敦
賀
市
史
』
史
料
編
第

一
巻
に

一
層
完
備
し
た

形
で
収
載
さ
れ
た
。
所
蔵
点
数
が
少
な
い
た
め
に
、
詳
細
な
る
善
妙
寺

の
寺
史
を
解
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
中
世
善
妙
寺

の
寺
院
的

性
格
を
想
察
し
、
併
せ
て
近
世
初
頭
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
考
察
し
た

い
。

一

善
妙
寺
に
は
元
禄

九
年

(
一
六
九
六
)
四
月

日
付
善
妙
寺
由
緒
書

(以
下
、由
緒

書
と
称
す

)
が
あ
る
の
で
、

つ
ぎ
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

〔敦
賀
郡
天
〕

越
前
国
□
□
□
□
筒
山
善
妙
寺
由
緒
書

(虫

損
)

一
、
開
山

空
覚
上
人
、
生
所
・
姓
氏

・
移
住
・
行
年
之
儀
者
不
レ詳
、
付

(西
仙
力)

法
之
師
者
心
寂
坊
、

一
、
寺
起
立
後
深
草
院
御
宇
正
元
元
己
未
歳
、
塔
頭
十
四
軒
、
寺
領
三
百
石

余
、
但
今
者
没
取
、

一
、
鎮
守

気
比
大
神
宮
井
寺
宝
肉
付
之
仏
舎
利
、
但
青
色
之
大
粒
分
落
三

百
余
、
従
二開
山
一代
々
相
伝
之
霊
宝
、

〔寅
〕

一
、
開
山
遷
化
者
文
永
三
丙
丑
六
月
廿
八
日
、

右
開
山
系
図
之
巻
物
井
寺
領
之
御
判
物

・
寺
宝
等
者
、
建
武
年
中
之
兵
火

焼
失
仕
、
其
已
後
、

一
、
応
永
三
歳
京
都
将
軍
義
満
公
御
判
物

・
知
行
目
録

一
通
、
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(義
将
)

一
、
応

永
年
中
越
前
守
護
斯
波
武
衛
判
物

・
祈
願
之
状
一
通
、

亦
弘
治
三
歳
三
月
廿
四
日
炎
上
、

已
後

一
、
永
禄
元
年
朝
倉
九
郎
左
衛
門
尉
景
紀
裏
判
領
知
惣
目
録
一
巻
、

一
、
永
禄
九
年
朝
倉
景
恒
当
寺
法
度
書
裏
判

一
通
、

一
、
元
亀
四
年
越
前
守
護
朝
倉
義
景
寺
領
之
判
物

一
通
弄
制
札

一
通
、

右
元
亀
年
中
迄
者
知
行
無
二相
違
一寺
納
仕
候
処

二
、
天
正
年
中
之
兵
乱
已
後

寺
領
無
レ之
、
剰
代
官
武
藤
助
十
郎
支
配
之
時
寺
地
過
半
被
二取
上
、
寺
院
共

二
衰
微
仕
候
、

元
禄
九
丙
子
四
月
日

越
前
国
敦
賀

善
妙
寺
卦
三
世

得
誉
聖
俊

(花
押
)
團

本
山
浄
花
院

御
役
者
中

こ
の
由
緒
書
は
、
近
年

『増
上
寺
史
料
集
』
第
五

・
六

・
七
巻
に
所
収

刊
行
さ
れ
た

「
浄
土
宗
寺
院
由
緒
書
」
の
善
妙
寺
の
項

(纈
誠
謄
螺
戦
臨
舳

脛
舳
齢
駆
灘
)
と
の
対
校
を
試
み
る
と
、
内
容

・
文
体
共
に

一
部
の
改
変
を

除

い
て
殆

ど
の

一
致
を
見
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
八

・
九
年
に
浄
土
宗

の

総
録
所
た
る
増
上
寺
の
役
者
が
、
寺
社
奉
行

の
命
に
よ
っ
て
全
国
浄
土

(
1
)

宗
寺
院
の
由
緒
、
開
山
の
来
歴
等
を
調
査
し
た
際
、
善
妙
寺
が
本
山
浄

華
院
に
提
出
し
た
も
の
の
控
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
善
妙
寺
に
は
他

に
同
年
四
月
七
日

・
八
日

・
九
日
付

で
、
大
信

院

・
良
閑
寺

・
小
谷

寺

・
真
正
寺

・
長
福
寺
等
の
末
寺
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
た
由
緒
書

も
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
本
山
浄
華
院
に
提
出
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
「浄
土
宗
寺
院
由
緒
書
」
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
る

に
、
近
世
初
頭
の
善
妙
寺
は
五
ヵ
寺
の
末
寺
を
有
し
、
京
都
浄
華
院
の

末
寺
で
あ

っ
た
こ
と
に
相
違
な
い
。

二

開
山
空
覚
に
つ
い
て
由
緒
書
で
は
付
法

の
師

を

心
寂
房

と
し

て
い

る
。
『法
水
分
流
記
』
(大
谷
大

学
所
蔵
)
に
よ
る
と
、
法
然

の
弟
子
西
仙

に
心
寂

と
註
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
れ
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
心

寂
房
に
つ
い
て
、『
四
十
八
巻
伝
』
に
は
、
も
と
叡
空
の
弟
子
で
の
ち
に

法
然
を
師
と
し
て

一
向
専
修
の
行
者
と
な

っ
た
と
あ
る
。

つ
ま
り
法
然

と
は
同
法
に
当
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
河
内
国
讃
良
の
尼
入
道
に
対

す
る
教
化
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

由
緒

か
ら
で
あ

ろ
う

が
、
「浄
土
宗
寺
院
由
緒
書
」
に
よ
る
と
河
内

国
岡
山
大
正
寺

の
開
山

が
こ
の
心
寂
房
と
な

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
開
山
空
覚
に
つ
い
て
の
記

載
は
、

こ
れ
ら
の
文
献
に
も
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
由
緒
書

に
は
、
開
山
空
覚
の
系
図
巻
物
や
寺
領
判
物

・
寺
宝
等
を
、
建
武
年
中

の
兵
火
に
よ

っ
て
焼
失
し
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
空
覚
の
没
年
と
す
る

文
永
三
年

の
干
支
を

「
丙
丑
」
と
記
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
明
ら
か
な

誤
記
で
あ

っ
て

「
丙
寅
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
開

中
世
地
方
寺
院

の
展
開
 
(中

野
)
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中
世
地
方
寺

院

の
展
開
 
(
中

野
)

山
空
覚
の
来
歴
に
関
し
て
は
疑
問
な
点
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

つ
ぎ
に
成
立
年
代
に
つ
い
て
考

え
る
と
、
由
緒
書

に
は
正
元
元
年

(
一
二
五
九
)
と
な

っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
開
山
を
空
覚
と
容
認

で
き

る
揚
合
で
あ

っ
て
、
今
は
当
時
の
古
文
書
に
よ

っ
て
考
察
を
進
め
て
み

た
い
。
そ
こ
で
明
徳
五
年
二
月
日
付
左
近
将
監
棟
忠
寄
進
状
に
は
、

善
妙
寺
奉
二寄
進
一

下
地
事

合
壱

町
弐
段
六
十
歩
者

在
所
横
浜
壱
至

斗
代
、
但
此
内
二

段
文
書
依

レ有
ニ地
類
一不
ニ相
副
一雀

右

田
地
者
、

任
二
如
還
禅
尼
遺
言
、

本
所
御
下
知
井
文
書
七
通
相

副

善

妙

寺

永
代
寄
進
処
実
也
、

然
者
如
還
禅
尼

後
生
蒔

無
二
退
転

一可
レ被

レ訪

者
也
、
価

寄
進
状
如
レ
件
、

明
徳

五
年

朗
二
月

日

佐
近
将
監
棟
忠
 
(
花
押
)

と

あ

る
。

こ

の
文

書

は
確

実

に
善

妙

寺

に
宛

て
ら

れ
た

も

の

の
う

ち
最

初

の
も

の
で
あ

る

が
、

こ

れ

に

よ

る

と
、

棟

忠

な

る
者

が
善

妙

寺

に
対

し

て

一
町

二
段

六

〇

歩

の

田
地

を

寄

進

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

そ

し

て
如

還

と

い
う

者

に

よ

っ
て
、

善

妙

寺

に
対

す

る
土

地

寄

進

に
関

し

た

遺

言

が

あ

っ
た

よ

う

で

あ

る
。

そ

こ

で
嘉

慶

二
年

八
月

十

三

日
付

如

還

遺

言

状

に

は
、

(下

地
)

(寺
)

(道

場
)

こ
の
ほ
と
中
候
や
う

に
、

し
た
ち
と
も
を

は
、

て
ら

に
て
も
た
う
ち
や
う

に

(興

行
)

(円
)

(皆

々
)

(寄
)

て
も
候

へ
、
こ
う
き

や
う
候

て
、

一
ゑ
ん
に
ミ
な

く

よ

せ

て
給
候

へ
く

(
面

々
)

(
綻
)

(文

候
、

め
ん
く

に
も

こ
の
や
う
中

て
候
、

よ

の
い
ろ

い
候
ま

し
く
候
、

も

ん

書
)

(
添
)

そ

ミ
な
く

そ

へ
て
、

の
ち
の
た
め
に
申
お
き
候
、

あ
な
か

し
こ
、

(嘉

慶
)

か
き
や
う
二
年

(還
)

八
月
十
三
日

如
け
ん

(花
押
)

(殿
)

大
た
に
と
の
へ

と
あ
る
。
宛
名
に
つ
い
て
問
題
は
あ
る
が
、
如
還
は
寺
院
で
あ

っ
て
も

道
場
で
あ

っ
て
も
そ
の
興
ハ行
の
た
め
に
、
下
地
を

一
円
に
寄
進
し
、
誰

に
も
干
渉
さ
せ
な
い
と
言

い
遺
し
て
い
る
。
そ
れ
が
明
徳
五
年
善
妙
寺

創
建
の
た
め
に
寄
進
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ

れ
以
前
に
前
身
と
な
る
も
の
が
存
在
し
た
か
ど

う
か

は
わ
か

ら
な

い

が
、
善
妙
寺
の
成
立
は
、
明
徳
五
年
よ
り
そ
れ
程
遡
ら
な
い
頃
と
推
察

で
き
よ
う

(た
だ
し
、寄
進
さ
れ
た
田
地
横
浜
と
現
在
の
寺
地
と
は
か
な
り
距
離
が
あ
り
、

こ
の
土
地
を
善
妙
寺
草
創
時
四
敷
地
と
速
断
す
る
の
は
疑
問
に
も
思
う

)
。

と
こ
ろ
で
、
由
緒
書
の
判
物

・
知
行
目
録
に

つ
い
て
の
記
載
を
、
現

蔵
す
る
古
文
書

と
照
合

し
て
み
る
と
、
応
永
三
年
将
軍
足
利
義
満
判

物

・
同
知
行
目
録
各

一
通
、

応
永
年
中
守
護
斯
波
義
将
祈
願
状

一
通
等

を
除
け
ば
、
す
べ
て
そ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し

確
認
さ
れ
な
い
こ
れ
ら
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
弘
治
三
年
三
月
二
十
四

日
炎
上
し
た
と
註
記
し
て
い
る
。
永
禄
元
年
五
月

一
日
付
天
野
景
重
請

文
に

「
寄
進
状
去
年
之
火
事

二
焼
失
之
由
候
条
、
」
と
あ
り
、
弘
治

三

年
に
火
事
の
あ

っ
た
こ
と
は
事
実
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
由
緒
書

の

註
記
は
こ
の
天
野
景
重
請
文
の
火
事
の
記
載
を
意
図
的
に
利
用
し
て
、

前
年
の
弘
治
三
年
を
当
て
た
よ
う
に
も
疑
い
が
持
た
れ
る
。

(2
)

そ
れ
に
し
て
も
、
永
禄
元
年
六
月
五
日
付
善
妙
寺

々
領
目
録
に
よ

っ

て
、
中
世
末
期
の
善
妙
寺
領
を
換
算
す
る
と
、
常
住
分

一
〇
町
六
段

一
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二
〇
歩
、

塔
頭
分

一
四
町
八
段
、
総
計
二
五
町
四
段

一
二
〇
歩
に
も
な

る
。
ま
た
阿
弥
陀
院

・
正
行
庵

・
釈
迦
院

・
宝
寿
院

・
蓮
蔵
院

・
潮
音

軒

・
勝
養
軒

・
玉
祥
院

・
陽
栖
軒

・
玉
照
軒

・
成
就
院

・
玉
淵
軒

・
清

沢
軒

・
永
福
庵
等

一
四
軒
の
塔
頭
そ
れ
ぞ
れ
に
院
領
が
あ

っ
た
の
で
あ

る
。
由
緒
書
は
草
創
と
同
時
に
塔
頭

一
四
軒
が
存
在
し
た
よ
う
に
記
し

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

一
般
的
に
寺
領
の
拡

張
と
共
に
経
済
的
に
も
発
展
し
、
塔
頭

の
数
も
徐
々
に
増
え
て
く
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
成
立

・
発
展
の
様様
子
を
考
え
て
も
、
由
緒
書

の
扱
い
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
由
緒
書
の

筆
者
が
実
際
の
古
文
書
の
内
容
と
の

一
致
を
計
り
な
が
ら
、
由
緒
付
け

を
し
た
部
分
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

三

越
前
敦
賀
に
は
草
創
以
来
中
世
末
期
ま
で
、
浄
華
院
を
本
寺
と
仰
ぐ

浄
土
宗

一
条
派
の
寺
院
西
福
寺
が
あ
る
。
西
福
寺
は
開
山
良
如
以
来
代

(
3
)

々
本
寺
浄
華
院
と
深
い
関
係
に
あ

っ
た
。
中
世
の
善
妙
寺
も
、
前
述
し

た
よ
う
に
果
し
て
浄
華
院
の
末
寺
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
と

す
れ
ば
、

一
条
派
の
展
開
に
つ
い
て
、
再
度
見
直
す
必
要
も
生
じ
て
く

る
。
し
か
し
、
善
妙
寺
の

『
過
去
帳
』
に
見
ら
れ
る
歴
代
住
持
は
、
浄

華
院
や
西
福
寺
と
全
く
関
係
が
な
い
し
、
応
永
三
年
三
月
二
十
八
日
付

斯
波
義
将
安
堵
状
の
寺
領
注
進
目
録
に
、
「御
読
経
所
」
「般
若
所
」
等

の
記
載
が
見
え
る
が
、

こ
れ
ら
は
善
妙
寺
が
密
教
系
寺
院
で
あ

っ
た
可

能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
浄
華
院

や
西
福
寺
等
と
同
じ
系

統
の
寺
院
に
は
思
わ
れ
な
い
。
善
妙
寺
に
は
由
緒
書
と
同
じ
元
禄
九
年

四
月
に
得
誉
聖
後
の
記
し
た
善
妙
寺
本
尊
由
来

が
あ
る
。

こ
れ
を
見
る

と
聖
俊
は
開
山
の
空
覚
が
気
比
神
宮
に
参
詣
し
て
有
縁
の
尊
像
を
請
う

て
祈

っ
た
と
こ
ろ
、

こ
の
阿
弥
陀
尊
像
を
授
け
て
下
さ
っ
た
と
し
、
そ

の
神
慮
の
貴
さ
に
念
仏
し
て
謝
す
る
べ
き
で
あ

る
と
記
し
て
い
る
。
そ

し
て
気
比
神
宮
が
金
剛
界
の
大
日
如
来
で
あ
る
こ
と
は
、
弘
法
大
師
参

詣
の
折
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
し
、
境
内
は
大

日
如
来
の
密
厳
浄
土
で

あ

っ
て
、
大
衆
は
こ
の
大
鳥
居
を
通
れ
ば
浄
土

に
往
生
で
き
る
と
説
い

て
い
る
。

こ
れ
は
神
仏
融
合
の
表
現
に
他
な
ら
な
い
。
恐
ら
く
は
、
聖

俊
が
書
上
を
記
述
す
る
に
当
っ
て
、
由
緒
付
を
意
図
し
て
作
成
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
世
の
善
妙
寺
は
ど
こ
に
も
属
さ

な
い
兼
学
寺
院
で
あ

っ
た
と
見
る
べ
き
よ
う
に
思
う
。
草
創
後
独
自
の

展
開
を
経
な
が
ら
発
展
を
遂
げ
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
浄
土
宗
の
浄
華

院
を
本
寺
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

1

宇
高
良
哲
氏
『増
上
寺
史
料
集
』
第
七
巻
「
浄
土
宗
寺
院
由
緒
書
解
題
」

参
照
。

2

水
藤
真
氏

『
勤

朝
倉
義
景
』
第

五

の

一

「
所
領
安
堵
-
善
妙

寺

領

の

場
合
」
参

照
。

3

拙
稿

「
中
世
浄

土
宗
寺
院

の
展
開
ー
越
前
西
福
寺

と
京
都
浄
華
院

と
の

関
係

に

つ
い
て
ー
」
(
『
日
本
仏
教
史
学
』

一
六
)
参
照
。

(
華
頂
短
期
大
学

講
師
)

中
世
地
方
寺

院

の
展
開
 
(
中

野
)
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